
 

 

遊仙峡クリ遺伝資源希少個体群保護林の取扱いについて 

 

１．保護林概要  

○ 名 称：遊仙峡クリ遺伝資源希少個体群保護林 （旧林木遺伝資源保存林） 

○ 所在地：山形森林管理署 山寺担当区 ２０８そ 2林小班 

○ 設 定：平成２年４月１日 

○ 概 況 

・面 積：１０.９０ha 

・混 交 歩 合：クリ４０％、ミズナラ３０％、その他Ｌ３０％ （H31.3.31有効、森林調査簿より） 

・法令制限等：水源かん養保安林、保健保安林、蔵王国定公園第２種特別地域 

 

２．概 要  

○ 当該保護林については、平成３０年度モニタリング調査結果において、保護対象のクリがほぼ確認さ

れず更新も不良であると報告を受け、事務局から令和元年度第１回委員会において廃止も含めて検討

したいと提案したところ。 

○ 委員からは「まずは現地を見てから今後の取扱いについて判断すべき」との意見があった。 

○ 令和２年８月３日に、東北育種場、山形森林管理署及び東北森林管理局計画課で合同での現地検討を

実施。保護林内には踏査した範囲（保護林区域の１/３）でもクリが２０〜３０本程度確認されたとこ

ろ。 

○ 東北育種場からはクリの保護林は全国的に少ないため重要であるという意見もあり、現地踏査の結果

も踏まえて、当該保護林については存続することとする。 
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（別紙） 

遊仙峡クリ遺伝資源希少個体群保護林の現地踏査について 

 

１．実施概要  

○ 日 時：令和２年８月３日（月）  

○ 参加者：林木育種センター東北育種場、山形森林管理署、計画保全部計画課 

 

２．踏査結果  

○ 歩道沿いを中心に踏査を実施。 

○ 保護林内には踏査した範囲（保護林区域の１/３）で、クリが２０〜３０本程度確認された。 

○ 踏査ルート沿いにはクリの実も散見された。 

クリの中径木（DBH 30～40cm）         クリの大径木（DBH 50～60cm） 

        クリのイガ                   クリの実 



【お知らせ】　林木育種センターでは、林木遺伝資源を試験研究用に種子、花粉、穂木、苗木などで配布しています。厳密に品種・系統が管理されており、�
　　　　　　皆様の研究材料として最適です。価格は１点あたり消費税込で3,349円です。詳しい内容や入手方法につきましては、本誌裏面に記載のホー�
　　　　　　ムページをご覧になるか、メールまたは電話でお問い合わせください。�
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コナラ、クヌギ、クリの林木遺伝資源保存林�
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１　はじめに�

　コナラ（　　　　　　　   Thunb. ex Murray）は、

ミズナラやクヌギと同じブナ科コナラ属の落葉高木

で、北海道、本州、四国、九州の温帯下部から暖帯

にかけて広く分布し、関東、中部、近畿地方の暖帯

では、二次林の優占種の一つとなっています。コナ

ラは伐採すると容易に萌芽するので、かつては薪炭

材や水田の緑肥として重要な樹種でしたが、現在は

シイタケ栽培のほだ木として利用されています。�

　クヌギ（　　　　　　Carruthers）は、日本、朝

鮮、中国、インドシナ半島からヒマラヤにかけて広

い地域に分布しています。日本では本州の岩手県・

山形県以南、四国、九州、南西諸島の山地、丘陵地

に普通に見られます。かつて薪炭材として、現在は

シイタケ栽培のほだ木として利用されています。�

　クリ（　　　　　　　　　Sieb. et Zucc. ）は、ブ

ナ科クリ属の落葉高木で、日本に自生する唯一のク

リ属の樹種です。北海道の石狩・日高以南、本州、

四国、九州の温帯から暖帯にわたって広く分布し、

朝鮮半島中南部にも見られます。日本では果実を食

用とするほか、材は耐朽性に優れ、古来より家の土

台や枕木などに用いられました。また、コナラやク

ヌギと同様にシイタケ栽培のほだ木としても利用さ

れます。�

　これら３樹種は林業用として重要であり、コナラ、

クヌギは関東、関西、九州育種基本区においてシイ

タケ原木精英樹候補木が、クリは関西育種基本区に

おいて広葉樹優良形質候補木がそれぞれ選抜、保存

されています。遺伝資源としても今後は天然資源の

枯渇も危惧されることから、林木遺伝資源保存林等

における遺伝資源の保存が重要と思われます。�

�

２　林木遺伝資源保存林の現況�

　３樹種の林木遺伝資源保存林について、設定箇所

を図－１に、育種基本区別森林管理局別の設定箇所

数と面積を表－１に示しました。３樹種合わせて16

箇所が設定されています。�

�

Quercus serrata

Q. actissima

Castanea crenata

図－1　コナラ、クヌギ、クリの林木遺伝資源保存林位置図�

注）１箇所で２樹種または３樹種を保存対象とする林木遺伝資源�

　　保存林があるため、合計は16箇所となる。�

表－１　コナラ、クヌギ、クリの林木遺伝資源保存林の�
　　　　設定箇所数と面積�
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３　コナラ、クヌギ、クリの代表的な林木遺伝資源

保存林�

　代表的な林木遺伝資源保存林（各林分のデータは

昭和63～平成２年に調査したもの）を紹介します。�

�

［北海道コナラ24林木遺伝資源保存林］�

　コナラの林木遺伝資源保存林では最も北に位置し

ています。コナラが本数で全体の48％、材積で90％

を占める一斉二次林でミズナラが混交し、中下層に

ヤマモミジ、サワシバが混交しています。コナラの

更新樹は群状に分布していますが、本数は多くあり

ません。�

［長野クリ・コナラ・ケヤキ12林木遺伝資源保存林］�

　クリ、コナラがケヤキと混交し、中下層にはサン

ショウ、アブラチャンが見られます。コナラは本数

で全体の40％、材積で50％を占め、クリは本数で５

％、材積で13％を占めています。一部は過去に薪炭

共用林として活用され、萌芽更新した二次林となっ

ています。コナラの更新樹が多数見られました。�

［熊本スギ・コナラ･クヌギ･ウラジロガシ・クマシ

デ36林木遺伝資源保存林］�

　スギが主体の天然林で、コナラ、クヌギ、ウラジ

ロガシ、クマシデが混交しています。コナラ、クヌ

ギは本数で全体の１～２％、材積で１～５％を占め

るにとどまりますが、クヌギが保存対象樹種になっ

ている数少ない林木遺伝資源保存林の一つです。ま

た、コナラ、クヌギの最も南に位置する林木遺伝資

源保存林です。�

北海道新冠郡新冠町�

北緯42ﾟ15’ 東経142ﾟ11’�

日高南部森林管理署122�

ち林小班�

温量指数　66�

降水量　1,383㎜/年�

稚幼樹�

コナラ：140本/ha

面積 : 10.0ha�

標高 : 70m

立木　コナラ：平均胸高直径�

30㎝、平均樹高20m、420本・�

298m3/ha

所在�

地況�

林況�

長野県佐久市赤谷�

北緯36ﾟ10’ 東経138ﾟ32’�

東信森林管理署15い林�

小班�

温量指数　71�

降水量　783㎜/年�

稚幼樹：�

コナラ：2,500本/ha

面積 : 13.0ha�

標高 : 1,060m

立木　コナラ：平均胸高直径�

22㎝、平均樹高16m、320本・�

89m3/ha、クリ：平均胸高直径�

32㎝、平均樹高17m、40本・�

23m3/ha

所在�

地況�

林況�

熊本県菊池郡大津町�

北緯32ﾟ54’ 東経130ﾟ56’�

熊本森林管理署116い林�

小班�

温量指数　103�

降水量　2,163783㎜/年�

稚幼樹：�

コナラ：2,500本/ha

面積 : 77.6ha�

標高 : 530m

立木　コナラ：平均胸高直径�

40㎝、平均樹高14m、25本・�

18m3/ha、クヌギ：平均胸高�

直径12㎝、平均樹高8m、�

40本・2m3/ha

所在�

地況�

林況�

写真－１　北海道コナラ24林木遺伝資源保存林�

写真－２　長野クリ・コナラ・ケヤキ12林木遺伝資源�

　　　　　保存林�

写真－３　熊本スギ・コナラ･クヌギ･ウラジロガシ・�

　　　　　クマシデ36林木遺伝資源保存林�

　　　　　（左：クヌギ、右：コナラ）�


